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論  文  要  旨 
 
 
論 文 題 目 
 
Distinct effects of heating and icing treatments after lengthening 
contraction on delayed onset muscle soreness, hemodynamics and 
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〔目的〕
スポーツや激しい運動後にいわゆる筋肉痛（遅発性筋痛：Delayed Onset Muscle Soreness,










雄 SD ラット（実験開始時 6 週齢）を、1）正常群（ハンドリングのみ）、2）LC 群（LC
のみ施行）、3）温熱刺激群（LC 直後に温熱療法を施行）、および 4）寒冷刺激群（LC 直後
に寒冷療法を施行）の 4 群に分けた。 
2. DOMS モデルの作製
麻酔下にて左腓腹筋に対して LC を行った。LC は、腓腹筋の支配神経である脛骨神経近
傍に刺激電極を刺入して、単収縮閾値の 3 倍の電流強度の通電により筋収縮を誘発すると
同時に外力により足関節を背屈させ、腓腹筋を伸張させた。以上の 1 回 4 秒間の LC サイク
ルを 500 回繰り返した。
3. 温熱・寒冷療法





加え、逃避閾値を測定するフォン・フライテスト、および 2）太いプローブ（直径 5 mm）
により深部の腓腹筋に圧刺激を加え、逃避閾値を測定するランダルセリットテストの 2 種
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（LC翌日に相当する時期）において腓腹筋を採取して‐80 度に急速冷凍し、次いでホモジ







を評価するランダルセリットテストでは、LC 群において LC の 2-4日後に逃避閾値が有意
に低下した。一方、温熱刺激群では逃避閾値が LC 群と比較して有意に増大したが、寒冷刺
激群では LC 群と比較して有意な変化が認められなかった。 
2. 筋温および筋血行動態の評価 
筋温は、LC により約 4 度上昇し（27℃→31℃）、その後温熱刺激群では、さらに 4 度上





これら LC あるいは温熱刺激による代謝産物測定において、171 の代謝産物が検出され、
統計解析が可能な 114 の代謝産物に対して解析した。その結果、20 の代謝産物において群
間に有意差が認められた。さらに、このうち 13 の代謝産物においては、LC 群と温熱刺激
群の間に有意差が認められ、温熱刺激群では LC 群と比較して、ニコチンアミド、ジプロフ









が低下することが判明した。以上から、LC 直後の温熱刺激は DOMS に対して鎮痛作用を
有し、その機序に代謝産物の変化および生理学的反応の上昇による筋代謝の改善が関与して
いる可能性が示唆された。 
 
 


